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１．はじめに 

USPTO において、OA 処理のカウント要件が審査官に課されており、この要件がプロセキュ

ーションに影響を与えます。審査官は、四半期（第１四半期（10 月～12 月）、第２四半期（1

月～3月）、第３四半期（4月～6月）、及び、第４四半期（7月～9月））ごとに、審査実績が評

価されます。 

 

各四半期の終わり頃は、審査官が実績を挙げようと躍起になるときです。そこで、許可可能な

状態に近いと考えられる場合、その四半期の終わり頃の良い時期を見計らって、審査官に電話し

て審査官と協議することが、特許査定の取得の可能性を高くすると言われています。 

 

 審査官が、どのようにして実体審査業務を行い、どのような実績をあげているのかについて、

過去のデータセットから知ることの意義は大きいと考えます。このことについて、以下に紹介し

ます。 
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